
4つのキーワード

学内組織
学長のリーダーシップが
発揮され、教職協働を
実現できる組織をつくる

しくみ
IRとPDCAのしくみ
を確立する

学外
学外のニーズや教育
資源を適切に取り込む

整合性

育成をめざす
人材像

特色ある
教育プログラム

１条件

2条件

3条件

10年後も輝く大学の理想像
大学を取り巻く環境の分析

教育・研究の実態、学生の実態の把握
中長期的な将来計画の立案・共有・実行

教学マネジメント
「学生が中心」の価値観

ステークホルダー
とのつながり
・広報
・地域貢献

健全な財務状況
・財務マネジメント

・高大接続
・入試など

・地域における
  存在感の確立

・大学の教育力や研究力と
  その成果、 在学生や卒業
　生を見て、受験生がその
　大学に入学したいと思う

・大学が求める入学者が集 
  まる

・学生が主体的に学習する
・学生が到達目標に向かっ
　て成長できる

・学生が生き生きしている
・学生が大学に誇りを持っ
  ている

・就職、資格取得などで成果
  が上がる
・社会で卒業生が評価される
・卒業後も大学への帰属意識
  が強い

社会

地域小中高

高校生
保護者
高校教員

さまざまな
ステーク
ホルダー

教学マネジメントの

前提

学外関係者が参画し、
教育プログラムを改善
⇨P.16
産業界と連携し、
教育プログラムを開発
⇨P.18

整合性・体系性を可視化
⇨P.6

トップのリーダーシップで
計画の完遂をマネジメント
⇨P.8
職員が参画し教学マネジメントを
推進
⇨P.10

IRと他部局の連携でPDCAサイクルを確立
⇨P.12
目的を持ったIRによる、データに基づく教学改善
⇨P.14

近年、「教学マネジメント」の重要性が指摘されている。

それぞれの大学が持つ理念や目標が反映された

大学として育成をめざす人材像に到達するための教育は、

バラバラな方向に行われる授業では実現できない。

それは目標に向かって設計された教育プログラムによって実現されるはずであり、

その整合性は、教学マネジメントを進めるうえでの前提となるはずだ。

学長のリーダーシップが発揮され、教職協働を実現できる組織づくり、

IRとPDCAのしくみの確立、

学外のニーズや教育資源の適切な取り込みも、重要となるだろう。

教学マネジメントのための条件とも言うべき「4つのキーワード」を軸に、

『Between』は2013年度各号の特集を展開する。
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教学マネジメントの
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～10年後も輝き続けるために～
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